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1. 研究の日的

日本の公立学校には 日本語を母語 としない児童 ･生徒が在籍 している｡

このような外国籍等児童生徒(1)は,日本語を充分に遣えないがために,

学校生活を送る上で困紫 を示 している子 どもも少なくない｡そのため文部

科学省や各都道府県の教育委員会なども様々な施策に乗 り出している｡長

野県長野市 も例外ではな く,平成 18年度より,長野市内の S小学校 と T

小学校を日本語指導センター校 と位置付け,外国籍等児童生徒の教育支援

体制の整備 を行っている｡ (2)

筆者 もこれ らセンター校での取 り組みを知ったことにより,外国籍等児

童生徒をとりまく様々な問題に触れ ることとなった｡

そこで本稿では,特に.小学校に在籍する外国籍等児童に注 目し.彼等

が原級 (3)において,他の児童 と一緒に学習 していける状況をつ くるため

の支援を提案 し,そのために今後外国籍等児童 と按する教師が心がけるべ

きと筆者が考えたことを提示す ることを目的 としている｡

2. 研究の内容

2.1 研究の方法

筆者は平成 17年度に,長野市内の S小学校の 日本語教室で,18年度に

は T小学校の 日本語教室 rやまびこ学級｣で,それぞれ外国籍等児童の授

業支援をさせていただいた｡ここでの授業形態は,｢取 り出 し (4)｣による

ものであ り,筆者は児童の学習状況を観察 しなが ら,担当の先生の指示に

従って児童 と一緒に学習 し,授業のお手伝いをす る形で支援にあたった｡
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その後,18年度の終わ りか らは で小学校で r入 り込み (5)｣の支援を試

みた｡筆者が A児の原級入 り,A児の机の隣について.担任や専科の先生

が授業で原級の生徒全員に対 して話す ことを.A児にわか りやすい 日本語

に言い直 した り,説明 し直 した りする形で支援にあたった｡

研究は,S小学校 日本語教室で行った 10時間以上の授業支援,T′J､学校

での 55時間以上の授業参観 ･授業支援 と,日本語教室の無い学校 として J

小学校で行った 2時間の授業参観を記録 し,外国籍等児童に対 して試みた

支援の方法やその結果起こった児童の反応か らよ りよい支援の方法を考察

していく形で行った｡

2.2 主な研究対象児 rA児Jのプロフィール

A児 ･･･T小学校 6年 (平成 19年度現在)男子

4年生の時フィリピンか ら日本にやってきた｡

家族構成は,母 ･姉 ･弟 B児 (同小学校 4年生)である｡

母親はフィリピン人｡

父親は 日本人 (すでに死去 している)｡

姉 との歳は離れている｡

T小学校に入 る前,フィリピンの学校の長期休みを利用 して来 日｡入国

の手続きをし, 日本国籍を取得後,一度フィリピンに帰っている｡その後

再び来 日,T小学校に転入｡

母語はタガログ語であ り,家庭での会話は現在 もタガログ語でなされて

いる様子である｡ フィリピンの学校では英語で学んでいたので英語 も少 し

ならできるようだ｡

日本語の習得は日本語を母語 とする他の 6年生に比べ,まだ充分 とは言

えない,読み書きに関 しては,平仮名の習得は問題ないが,漢字の学習は

当該学年に追いついてお らず,やまびこ学級で,1年生の漢字か ら順に積

み上げて学習 し,現在は 4年生の漢字を学習 している｡ 日本語 を聞きとる

ことに関 してはそれほど大きな問増がないが, 自分か ら話す ことには強い

抵抗を示す｡筆者が最初に支班に入った 5年生当時,A児は原級の友達の

前で発話することを一切 しなかった｡筆者が,A児が小 さな声でもしゃべ

っているのを確認できたのは, 日本語教室であるやまびこ学級 にいる時間

と,通学を共に している原級の C児に対 してだけであった｡
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2.3 支援記録の事例

前述のように,授業参観や支援に入った時間数を合計すれば 70時間近い

ものになるが,本稿ではその中から,特に印象的だったエ ピソー ドを一部

紹介す るものとする｡

2.3.1 人児に出来ることを.友達に知ってもらえた事例

19年 10月 17日 (水)5時間 目

6年 3組 理科 授業者 :理科専科 Ⅰ先生

水溶液の性質の単元テス ト｡前回のテス トの時 と同 じように,A児 と教

科書を見なが ら,会話 しなが ら,一間一間確認 して解いていく｡支援者が

引っ張る形になって しまったが,最後の大間以外はA児が平仮名で書いて

答えることができた｡最後の問題は r現象の理由｣を問 う問題で,文章で

答えなければならない｡A児はこれについては群 しい と感 じたよ うだ｡筆

者が説明 しても,考えることも書 くことも諦めて しまった｡

他の生徒は,終了 したテス トを Ⅰ先生に提出 し,採点 してもらって,後

日返却 される｡A児については,一つ答えるごとに隣にいた支援者が丸つ

けをしていった｡

授業後に生徒達が退室する際,A児の丸ばか りの答案を見た男子生徒数

人が rAすげ一｡｣と驚きの声を上げる｡筆者は ｢す ごいで しょ｡A君もや

ればできるんだよ｡だか ら,みんなも何かあった らA君にどん どん任せて

いいか らね｡｣ と伝 えた｡

2.3.2 A児が自分も質問に答えるのだと意鼓出来た事例

19年 11月 28日 (水) 1時間 目

6年 3組 道徳 授業者 :6年 3組担任K先生

人権同和教育啓発標語作 り｡先生は ｢人権同和｣ とは以前にもやってい

るが,｢仲良 し｣ とか rい じめのない｣ とい うような意味だと説明｡また,

｢啓発｣ とは ｢よびかけるJとい う意味だと説明 した｡

児童達は紙を配 られ,それぞれに標語を考えて書き始める｡他 のみんなは

五 ･七 ･五の リズムに合せ るなどして,友達 と話 し合いながら考 えている｡

A児の両隣の男子がA児を挟んで会話 している｡右隣にいた D児が rい じ
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めはぜったいやっちやいけないよ｣と言ったのに対 し,左隣の E児が ｢な

んかに喰えるんだよ｡心のガラスとか｡J とい う｡A児の斜 め前の席の F

児が後ろを向いてにこにこ笑って聞いていた｡D児が r痛いよ 心の傷が

さけんでる｣と書こうとして,｢傷｣の字を間違えて書いて しま う｡周 りの

E児や F児が笑い,A児 も覗き込んで一緒に笑っていた｡A児 をふ くめ.

周 りの男子はこの標語で盛 り上がっている｡

D児がA児にも標語を書 くように勧めると.E児は rあー も-,む りや

り書かせなくていいから｣と言ってそれをやめさせた｡その後 E児は,A

児に対 し ｢自分の意見を考えて標語にすればよかったんだよ｣ と説明 して

いる姿が見られた｡突然周 りの友達が,自らA児をサポー トしようとする

姿が 目だって見 られ るよ うになってきて,筆者は驚いている｡

K先生は,生徒それぞれの標語が完成 した時点でそれ らを集 めた｡A児

は書けていなかったので提出できなかった｡クラスで一つを選び,さらに

他のクラスか ら出てきたもの と合わせて,全校の中から,い くつかを応募

する予定だそ うだ｡そのため,先生は回収 した全ての標語の中か ら,匿名

でランダムに五つずつの標語を選び,それ らを読み上げ,その中で自分が

いいなと思 うものに手を上げるようにい う｡これを数回繰 り返す と,六つ

の標語が選び出された｡ この中には.D児が考えた ｢痛いよ-･｣の標語が

含まれていた｡先生はこの六つの中か らさらに一つを選び,それをクラス

の代表 として出す ことを話 した｡そ して,六つの うち,全員必ず一回手を

上げるよう児童に伝えた｡K先生が ｢必ず 31人手を上げてね｡｣とい うと,

G児が ｢30人 じゃない ?Aは-｣ と言 う｡K先生はすか さず,｢31だよ｡

A君も入ってるよ｡A君 もあげてね｡｣と言った｡先生が六つを順に読み上

げ聞いていくと.A児は D児の ｢痛いよ-･｣の標語に手を挙げた｡その手

の挙げ方は小 さかったが,K先生が,全体に対 し ｢しっか り挙げてね｡｣と

い うと,A児 も手をピーンと伸ば して挙げる姿が見 られた｡

2.3.3 A児が安心 して自己表現できた事例

20年 1月 16日 (水)4時間 目

6年 3組 社会科 授業者 :6年 3組担任 K先生

本時の学習は歴史の中の ｢東京オ リンピックとその後の発展｣｢これか ら

の 日本｣とい う小単元であった｡支援者は A児の横について.先生の説明
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の中か ら,A児が直接イメージできそ うなことを,A児に説明 した り質問

した りした｡

授業では三種の神器 のことな どが話 され,洗濯機な どの便利 な機会のお

かげで生活が変わってきたことが扱われていた｡その流れで,先生が,｢昔

はダイヤル式の電話機 を使ってたんだけど,見た ことある人い るかな｣ と

質問 したのに対 し,数人の生徒が手を挙げた｡A児は挙げなか った｡他の

児童たちは rおばあちゃん家で見た｣な どと言っていた｡

支援者が ノー トにダイヤル式の電話機の絵 を描 き,A児 に ｢昔の 日本は

こんな電話使 ってたんだけど.A君見たことある ?｣ と聞 くと,A児は う

なずいた｡rどこで見たの ?｣と聞 くと,小 さな声で ｢フィ リピン｣と答え

た｡ しか も, 自分で ｢今 もある｣ と付け足 した｡A児が原級の社会科の授

業の中で,声に出 して質問に答えたのはこれが初めてであったため,筆者

は内心大変驚いた｡

その後 も,K先生が,全体の対 し,r黒電話 ･赤電話 ･ピンク電話な どが

有名｣ とい うような話 を していたので,筆者が ｢A君の知っているフィ リ

ピンの電話は何色だった ?｣ と問 うと ｢黒｣ と答 えた｡他 にも 1つ 2つの

や り取 りをす ることができた｡

高速道路の話になった時,r高速道路は乗った ことある ?｣と聞 くと,育

をふった｡そ こで.高速道路が どんなものかを説明 し,rA君デ ィズニー ラ

ン ド行 った ことあったよね,その時は何で行ったの ?｣と聞 くと,r車｣と

答える｡｢それな ら高速道路走ったん じゃない ?｣とい うと,少 し考えてか

ら ｢寝てた｣ と答 えた｡

本時,原級での授業中に声を出 して支援者の質問に答 える姿が初めて見

られた｡小 さな声ではあったが, とても大きな変化であった と思 う｡

支援の仕方が変わったわけではないので,A児のこの突然の変化に驚 き,

支援者はK先生に最近のA児の様子で特に変わったことがあったかを聞い

てみた｡K先生は,特別にはないが,K先生に対 して も,卒業文集の写真

を選ぶな どの場面で, うなずきなどの意思表示 は見 られ るようになった と

言っていた｡
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2.4 支援の実際か ら考察する今後の外国籍等児童支援への提案

2,4.1 ｢できることJの周知

支援当初問題 と思われたことは,A児が原級での教科学習の際,自分か

ら何かを得ようとす る意欲がみ られない点にもあった｡特に社会科や理科

な どでそれは顕著である｡｢自分は聞かなくていい,わか らなくてもいい｣

とい う態度が身について しまっているようであった｡

それはなぜか,大きな原因に A児が,最初に 日本に来た時点での周 りの

対応があると考えられる｡ 当時,A児は 日本語がほとんどできなかったた

め原級で しゃべ らなかった｡ どんなに授業がわか らなくても,授業中に教

室を立ち歩いた りすることはない｡ただ静かに座っている｡他の児童に迷

惑をかけるような行動がないため,教師は特別 A児に目を向けることなく

時間が過ぎてきて しまった と思われる｡

さらに,教師側が何かを問いかけても.あま り反応 を示 さない A児であ

るため,rA児は何が出来て,何ができないのか｣とい うことがわか りにく

い｡そこで,周 りの人間はA児のためにどん どん手を差 し伸べて しまった｡

その時すでに,A児が一人で出来るようになっていたようなことでさえ,

他人がやってあげて しまったのかもしれない｡この習慣が今の A児に染み

付いて しまったと思われる｡

このような状況に対 し,やまびこ学級の A先生や,筆者は,A児にでき

ることを周 りの児童に広める姿勢をとってきた｡その例 としては,5年生

の社会科の支援で,班活動の際にA先生が ｢A君は何をすればいい ?｣と

他の児童に投げかけ考えさせたこと｡理科の授業の際に筆者が,他の生徒

に A児にも実験道具の準備係 を任せるように伝えたこと｡2.3.1の事

例のように A児 もテス トに答えられることを伝えたことなどがある｡

また,Ⅹ先生 もA児を特別扱いせず,2.3.2の事例のよ うに全体に

対 して呼びかけることで rA児 もできることはや るのだ｣ とい うメッセー

ジを本人や周 りの生徒に示 していた｡

大切な事は,周 りの児童に,外国籍等児童について理解 を広 めるとい う

ことである｡ただ しこれは,｢できないことを手伝ってあげなさいJとい う

姿勢ではない｡そのようなことを担任教師か ら頼まれ ると.斉任感の強い

子 どもであればあるほど,当該児童に対 し世話を焼きすぎて しま う可能性
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がある｡本人が自分でできることまで他人が して しま うようでは.本人の

ためにならない｡当該児童の ｢できないこと｣を手伝 うのではな く,｢でき

ること｣を広めていく姿勢が大事になる｡教師が ｢できることを広めてい

く｣中で,他の児童の中に,外国籍等児童にはできないこともあるとい う

意識が自然 と芽生えれば,子 どもは当該児童が必要 とする支援 に気付ける

ようになると思われる｡同時に教師 自らが,当該児童に世話を焼き過ぎな

いことも大切である｡

2.4.2 意抜スイッチの再入力

A児-の支援は,原級での授業に入 り込んで,A児に直接話 しかけいく

方法をとってきた｡授業中に rこれは A児でも理解できそ うだ｣｢ここだ

けは覚えてほしい｣｢今 日の授業のポイン トはここだ｣とい うような場面を

とらえ,その場面で A児に噛み砕いて話す｡｢あなたに言っているんだよ｣

とい う態度を見せる｡そ うすることで,A児 も自分に向けられ た問題 とし

て考えてくれる｡

以下は外国籍等児童の問題を考えるにあた り,大学院の留学生 (女性 ･

中国籍)の意見を参考に考察 したものであるが,留学生にとって, 日本語

での授業は,同 じ授業を受ける日本人よりも理解す るまでに時間がかかる

のだとい う｡ 日本人な らば自然に入ってくる言葉であっても,留学生の場

合は ｢考えてから理解す る｣必要があるため, 日本語での生活は集中力 と

体力を必要 とするのだそ うだ｡そのため,少 しでも集中力が落 ちて しまえ

ば, 日本語は意識に残 らず ｢音｣ となって流れていって しま う｡授業を 1

時間ずっと集中して うけていた時ほど,授業の終盤になって,話題が,授

業 と直接関係ない連絡事項になった場合には,緊張が抜けて しま うため,

耳に残 らなくなって しまっている可能性があるとのことであった｡

このことは外国籍等の児童にとっても同 じであると思われ る｡A児本人

が故意に聞き流そ うと思わなくても,ほんの僅か集中力を切 らしただけで,

日本語は ｢言葉｣ではなく r音｣ として流れていって しま うのかもしれな

い｡だからこそ支援者や教師は,授業中の集中すべきポイン トで,当該児

童に意識のスイ ッチを入れてあげることが必要 と思われ る｡
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2.4.3 自己表現できる安心感 ･居場所の構築

支援 を始めた当初のA児は,自分のことをよく知っている友達の前では,

僅かに日本語をしゃべることができるが,原級やそれ以外の多 くの児童に

対 しては,自分の 日本語を聞かせまいとしているかのよ うであった｡ この

ような,｢場面による自己の設定｣が,A児の学習-の参加状況に影響を及

ぼ して しまっている点が心配であった｡

しか し,支援 を続けて くる中で,A児が徐徐に自己表現ができるように

なってきている点が見受けられた｡支援後半の休み時間には,やまびこ学

級に遊びにきた 6年生の前で大きな声で臆せず 日本語を発 し騒 ぐ姿があっ

た｡この時に遊んでいた友達は C児 ら普段の通学を共に してい る生徒であ

る｡心を許せ る安心感が 自己表現にとっていかに大切がわかる｡

原級の授業でも2.3.3の事例に見 られるような変化が現れてきた｡

大きな理由は原級での友達関係が良好になってきていることであると考え

る｡A児にとって,自分の居場所がやまびこ学級だけでなく原級にも広が

ってきているのである｡

友達関係を良好に したきっかけの一つに,長い時間をかけて行 ってきた,

先生方の努力の成果があるに違いない｡やまびこ学級の A先生が普段か ら

ご尽力 されていることに加え,A先生が人権集会で訴えた思い｡6年 3組

担任のK先生が,一人一人の児童を大事にする指導をしていること｡K児

をは じめとして.A児を理解 してくれる友達がいることなどが A児に居場

所を与えていると思われ る｡居場所があるとい うことは自己を表現できる

安心感につながる｡今,A児は発話による自己表現のために必要な要素の

1つである r相手に対する安心感｣を獲得 しつつある｡ これが,最近の A

児の変化につかながっていると考える｡

2.4.4 学校 と家庭の連携

2.3の事例には示 していないが,現場の状況に触れるなかで.子 ども

の生活が家庭か ら受ける影響の大きさを知ることができた｡家庭が様々な

事情で不安定な状況になった とき,普段は明るい児童が学校で不安定な川

神状態になって しま う様子 も目の当た りにした｡

このようなことか ら,学級担任は,当該児童の家庭状況をよ く把握す る

ことも必要であると分かった｡児童の保護者 も外国籍であれば,児缶以上
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に学校の様子を理解 していない可能性が高い,学校行事などについても正

確な認識ができないかもしれない｡電話だけでは連携が とりにくい場合に

は直接会って説明す ることも必要になってくるだろ う｡そのためにも,行

政はぜひ,児童の状況だけでなく保護者の言語状況も加味 して, 日本語指

導者の加配を考えていかなければならない｡

この加配の成功例 としては,S小学校の 日本語教室で,パラグアイから来

た児童の家庭に対 し,日本語指導協力者の Ⅰ先生が行っていた支援がある｡

Ⅰ先生は児童の母親 と直接あって連絡事項を確認するとともに,学校以外

のことも楽 しみなが ら会話 してきているようであった｡そ して,その中か

ら得た情報を児童の支援に生か していた｡

2.4.5 教師間の連携

当該児童の学習が どこまで進んでいて,どんな状況なのかを原級の担任,

専科の教師, 日本語教室の教師が連絡 し合 うことはとても重要である｡ こ

のことによって,例えば,児童が理科の用語が分か らず,授業についてい

けない事実がある場合,理科の用語を日本語教室の国語の時間に扱 うなど

の工夫ができる｡互いに補い合 うことが重要である｡

また. 日本語教室が設置 されていない学校では設置 されている学校以上

に,教科学習の充実に関 して,原級の担任 と専科の教師,その他当該児童

に関わる教師同士がよく連携をとることが必要 と思われ る｡それは何か特

別な問題が起 こった時だけでなく,普段の授業か らである｡｢本時はどのよ

うな内容の授業を行ったのか｣,｢次回の持ち物は何か｣などの簡単な連絡

事項を毎回確認 してお くとよい｡ しか し,現場の先生達は時間がない｡筆

者 も毎回の授業でその 日A児が力を入れて学習すべき内容を伺いたい と思

っていたが,担任の先生は大変忙 しそ うで,打ち合わせの時間をもつよう

な時間の確保はなかなか難 しかった｡

おそ らく他の学校でも,児童の移動教室の度に教師同士が口頭で連絡事

項を伝え合 うことは不可能 と思われ る｡そこで,簡単な連絡シー トを利用

することを提案する｡ これは,J小学校を参観 した際に行われ ていた方法

を応用 したものである｡

シー トは,ただの A4用紙でもよい｡必要事項をメモ して教師同士がや

り取 りする｡それを教室移動の際に当該児童に持たせるようにするのであ
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る｡ただ し,ここで注意 しなければならない点は.シー トが一方通行にな

らないようにすることである｡連絡を受けた教師は必ず次の連絡事項を書

き,当該児童を理解するために情報を積み上げてい くことが理想 と思われ

る｡

ただ し,シー トを使わなくても,教師同士や,教師 と支援者がきちんと

会話によって連絡の徹底ができること時間が持てれば,それが一番よい方

法ではあることは忘れてはならない｡

また,同 じ学校の中だけでなく,他校の教師同士の連携 も大事である｡

そこで, 日本語指導で困っている先生方は,連絡会な どに出席す ると良い

と思われる｡実際,筆者 も日本指導連絡会などに出席 させていただいたが,

先生方が同 じように悩みを持って意見交換 し,その結果をもって現場-ち

どっていく様子を見ていて,問題を一人で抱えこまないことも必要である

と感 じた｡

3. まとめと今後の抹BI

支援を始めた当初の A児は,原級で しゃべることを一切 しなかった｡単

純に,A児の教科学習の定着度を測ったとした ら,まだまだ習得の充分で

ない部分がた くさんある｡6年生までに小学校教育で覚えるべ き内容の中

で,習得できないままに残 してきて しまった内容 もある｡それでも, 1年

以上の年月をかけて A児の変化を追い.その都度 A児に必要な支援を考え

てきた,その結果,2.4に示 した通 り,以下の 5点を提案す る｡

(》 ｢できること｣の周知

②意識スイ ッチの再入力

③ 自己表現できる安心感 ･居場所の構築

④学校 と家庭の連携

(9教師間の連携

これ らの中には 2. 3に事例 としてあげられなかった様々な場面から感

じたことが含まれている｡こうして実際に教育の現場に入 って支援のお手

伝いをさせていただいた経験そのものもまた,筆者にとっての学び となっ

た｡

今後の課題 として残ったことを以下に示す｡
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本研究では,対象 を小学校に限定 し,外国籍等児童の支援について考察

してきた｡ しか し,外国籍等の学習者は中学校や高等学校にも在籍 してい

る｡中学校や高等学校に進学すると,′J､学校に比べ成績が生徒の評価 とし

て大きな判断基準になって しま う｡そのため,外国籍等生徒の教科学習は

外国籍等児童の教科学習以上に深刻な問題を抱えている可能性が高い｡

さらに,そのような年齢の子 ども達は学校生活の中で様々な悩みを抱え

て苦 しむこともある｡そんな とき, 日本語が充分に習得できていないこと

によって,本人が更に困難 を感 じることがあるかもしれない｡そのため外

国籍等生徒の支援は とても重要になって くると思われる｡今後は中学校 ･

高等学校での外国籍等生徒教育にも,もっと目を向けていかなければなら

ない｡

また,本研究では,あくまで 日本語教室や原級での授業を基 として,お

手伝いをさせていただく形で支援にあたったが,学校で支援を しても当該

児童が他の児童か ら遅れて しま う分の学習をどのように補っていけばいい

のかまでは研究ができていない｡そのため今後は,補助教材の研究や家庭

学習の指導な どの観点についても考えていかなければな らない｡

さらに今回の研究では, 日本語で しゃべることを拒む A児に対 して支援

を試みてきたため,発話による自己表現についても考察 してきた｡それを

調べてい く過程で,児童心理の観点についてもっと調べてみたい と思 うよ

うになった｡教育の現場に出て行 くものとして,継続 して学んでいきたい

ことである｡

最後に,研究に全面的に協力 してくださった T小学校の先生方 をはじめ,

外国籍等児童の支援について関わった全ての皆様に感謝申し上げるととも

に,指導教官を引き継いでくださった徳井先生にも感謝申し上げたい｡

そ して,このような研究のきっかけを与えていただくともに,S小学校,

T小学校他,いくつかの小学校や, 日本語指導をされている先生方 とのご

縁をつないで くだ さり,多 くのご指導を賜 りま した山本先生に心より感謝

申し上げたい｡

本当にあ りが とうございま した｡
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【註】

(1)外国籍等児童生徒 とい う言葉を厳密に見てい くと, 日本 とは異なっ

た文化圏で生まれ育ち,その後 日本の学校に通 うようになった子 ど

もの他,本人の生まれた国は日本でありなが ら,両親は外国籍であ

るため 日本 とは異なった文化の中に暮 らしている子 どもな ど,生徒

によって事情は様々である｡また,そのような両親 をは じめとす る

家族の 日本語習得度や,本人が 日本語を学び始めた年齢等,様々な

事情により,｢外国籍等児童生徒｣と- くくりに言っても,日本語の

習得度には一人ひ とり個人差があ り,学校生活で抱える問題 も様々

である｡そこで,本稿では r外国籍等児童生徒｣ とい う言葉を ｢日

本語指導が必要な児童生徒｣ とい う意味で用いるものとす る｡

(2)詳 しくは

･信州大学教育学部山本研究室 『平成 16年度長野市 日本語指導推

進校報告書 ｢とびたとう世界-｣』長野市教育委員会 2005

･長野市教育委員会 『平成 18年度長野市 日本語指導セ ンタ一校運

営委員会報告書 ｢とびた とう世界-｣』長野市教育委員会 2007

を参照のこと｡

(3)原級 とは,ここでは, 日本語教室な どの特別に設けられ た学級では

なく,当該生徒が在籍 している通常の学級のことをさす ものとす る｡

(4)原級の授業 とは別の教室などを用意 して,当該児童だけに別の授業

を行 う形で支援す る体制をい う｡

(5)r入 り込み｣とは,その授業の担当教師 とは別の支援者が,当該児童

の支援のために原級の授業に付き添って支援す る体制をい う｡

(ひ らばや し てるよ 安曇野市立堀金中学校 非常勤講師)
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